
暖かくなってきたこの時季は、山林で
の火災が発生しやすくなっています。市
内で発生した過去の統計を見ても、春先
に最も多く発生しています。
Ｑ なぜ山火事は、春先に多いのですか
Ａ 降雨量が少なく、空気が乾燥するう
え、野山の枯れ草が乾燥しています。こ
の状況の下、山菜採りやハイキングなど
で増加した入山者が、強風が吹く中で火
入れをしたり、火の後始末を怠ったりす
ることによると考えられます。
Ｑ 最近、外国での山火事がニュースに
なっていましたが、どうしてあのような
大惨事につながるのですか
Ａ 一般の火災と比べて、山火事には次
のような特徴があるからです。
�風が強いなどの気象条件や斜面を含ん
だ地形のため、急激に燃え広がったり
火の粉が飛散して思わぬ場所から発火
したりします。
�炎を立てないくすぶった状態でも長時
間燃え続け、地面の堆積物にこもった
熱が再び燃え出すこともあります。
�消防水利の不足や道路状況が悪いなど
の地形的、地理的条件から消防活動が
非常に困難です。

山火事の多くは、私たちが火の取扱い
に十分気をつければ、防ぐことができま
す。大切な森林資源を火災から守るため、
次のことを守りましょう。
�山の緑を火災から守るポイント�
○火を使用するときは、燃えやすいもの
がない場所を選び、バケツの水を用意
するなど、消火の準備をしましょう。
○火を使用した後、木炭などは水につけ
るなどして、確実に消火しましょう。
○枯れ草などがある場所や風の強いとき

及び空気が乾燥して
いるときには、火災
が起こりやすいので、
焚き火はやめましょ
う。

○吸ったたばこは確実
に消し、投げ捨ては
絶対にやめましょ
う。

「山林防火運動」
４月２０日（月）～２６日（日）
『山の緑を火災から守ろう』

� 下京消防署（�３６１―４４１１）

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
、
春
先
に
野
山
へ

お
出
か
け
の
皆
さ
ん
に
山
林

火
災
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

山火事が春先に多いのは？けすぞう君の防災 Q&A

世界では、民族や宗教の対立による紛争やテロが勃発し、
国内外を問わず大地震や風水害などの自然災害も多発して
います。このような情勢下にあって、「人道」と言う基本理
念の下にすべての人々の幸福を願って、赤十字社は積極的
に人道的支援活動を展開しています。
５月１日から赤十字運動月間全国キャンペーンを実施し
ます。これからの活動をより一層推進していくために、皆
さんのご協力をよろしくお願いします。
� 各学区赤十字奉仕団分団長、
まちづくり推進課（�３７１―７１７０）

環境に優しい自転車は、
歩行者にも優しいご利用を
地域の住民や商店街、企業、
関係行政機関が参加し、京都駅
前周辺の迷惑駐輪をなくそうと
取り組んでいる京都駅前周辺駐
輪対策協議会の第６回会議が、
２月２３日に開催されました。
会議では、協議会が毎月行う
啓発活動をはじめ、さまざまな迷惑駐輪対策の取り
組みにより一定の成果が出ているものの、まだまだ
歩行者の妨げとなる迷惑駐輪が後を絶たず、まちの
美観も損ねている実態が確認されました。そこで、
京都駅前周辺がより安全に歩きやすいまちとなるよ
う、協議会として今後も引き続き定期的な啓発活動
を実施していくことを決定しました。
自転車は、環境に優しい乗り物です。駐輪すると
きや歩道を走るときなど、マナーを守って歩行者に
も優しく利用しましょう。
� 総務課（�３７１―７１６４）
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経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め

ら
れ
る
と
、
納
付
の
免
除
や
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
失
業
や
災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
様
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部

（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１

の
い
ず
れ
か
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
審
査
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
を
基
に
決
定

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
免
除
の
場
合
は
、

免
除
後
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
未
納
（
免
除
が
無
効
）
扱
い

に
な
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
制
度

３０
歳
未
満
の
若
年
の
方
及
び
学

生
の
方
を
対
象
と
し
、
申
請
が
承

認
さ
れ
る
と
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
こ
の
審
査
は
、「
若
年
者
」

の
み
を
申
請
す
る
場
合
は
本
人
と

配
偶
者
、「
学
生
」
の
場
合
は
本
人

の
前
年
所
得
を
基
に
決
定
さ
れ
ま

す
。平

成
２０
年
度
に
引
き
続
き
、
学

生
納
付
特
例
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

る
申
請
書
（
は
が
き
）
を
で
き
る

限
り
４
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
・
申
請

保
険
年
金
課
年
金
担

当
（
�
３７１
・
７
２
５
４
）

京響では、市民の
皆さんに親しんでい
ただくため、各区の
皆さんの身近な施設
へ出向いて演奏会を
行っています。
お気軽にお立ち寄りください。
日時 ４月２６日（日）午後１時開演
場所 醒泉小学校体育館

（醒ヶ井通松原下る）
定員 約２００人
費用 無料 申込み 不要
� 京都市交響楽団（�７１１―３１１０）

幕
末
の
女
流
歌
人
・
太
田
垣
蓮

月
尼
が
「
な
つ
か
し
き

や
な
ぎ

の
ま
ゆ
の
春
風
に

な
び
く
ほ
か

げ
や

さ
と
の
夕
ぐ
れ
」
と
詠
ん

だ
、「
区
民
の
誇
り
の
木
」
で
唯
一

の
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
が
、
西
新
屋
敷

中
之
町
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
横
に

は
、
か
つ
て
日
本
初
の
公
許
の
花

街
と
し
て
栄
え
た
西
新
屋
敷
の
東

口
で
あ
っ
た
大
門
が
、
今
も
往
時

を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
花
街
は
、
次
の
何

と
呼
ば
れ
た
で
し
ょ
う
。

�
大
原

�
松
原

�
島
原

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

４
月
３０
日
（
木
）
必
着
で
、
〒
６００

―

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と
き
�
下

京
」
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
６
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

２
月
１５
日
号
の
解
答

天
神
信
仰
発
祥
の
神
社
と
い
わ

れ
て
い
る
の
は
�
文
子
天
満
宮
で

し
た
。

往時を伝える大門と
シダレヤナギ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

京都市交響楽団

おでかけコンサート
楽員１５人による弦楽合奏を
お聞きいただけます

赤十字の活動資金に
ご協力をお願いします

～命を救う、力をあわせよう。～
（５月は赤十字運動月間）

左
京
区
で
の
「
お
で
か
け
コ
ン

サ
ー
ト（
金
管
五
重
奏
）」の
様
子

自転車駐車場 

なななななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくくくく
そそそそそそそそそそそそそそそそ
うううううううううううううううう
迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷
惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑
駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１６０号平成２１年４月１５日


